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１）第２回 細胞診断能力開発プロジェクト（プロジェクトABCD）について： 

兵庫県細胞検査士会 会 長 鳥居良貴 
 
 

 いつも兵庫県細胞検査士会の活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。 

兵庫県細胞検査士会メールジャーナルにもご案内しております「ABCDプロジェクト」。 

このプロジェクトはセルフスタディとして、Self-Study Survey（自己学習のための細胞テスト）を目的に 

教育的視野から自己学習を行う形式として実施しております。 

もちろん外部精度管理ではなく、また強制でもなく自由参加な自己学習テストです。 

「第2回ABCDプロジェクト」を届けさせていただきます。 

既に兵庫県細胞検査士会ホームページ（http://hyogoct.com）のトップページにあります「症例検討」に 

公開しております。 

症例検討 → パスワード入力くださいとありますから、半角にて下記入力ください。 

 

パスワード： 8AQ4hd63eF 
  

第1回と同様に、実際に試行していただき、ご意見ご感想がございましたら本メーリングリストに 

お寄せください。よろしくお願いいたします。 

 

           
 
 



 

２）IAC資格認定試験について 

 

 

 
 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴い、２０２１年に実施予定とされていたIAC資格認定試験の 

実施時期を２０２２年春へ延期をとなっておりましたが、２０２３年に再延期する事が決定いたしました。 

詳細につきましては、日本臨床細胞学会H.P.をご参照下さい。 

 

 

IAC資格認定試験について↓ 

https://jscc.or.jp/iac/ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

「甲子園の土と歴史館」    
 
 

兵庫医科大学病院 鳥居 良貴 

 
 

 

西宮市の小学校と中学校の卒業生は、全員甲子園の土を踏んでいるのをご存知でしょうか。 

もちろん私も5回（小学5年～中学3年）踏んでいます。 

実は西宮市では、市立のすべての小学校および中学校の生徒による体育大会を 

阪神甲子園球場にて毎年秋に別々で1回開催しています。 

それぞれ「小学校連合体育大会（略称：小連体）」、「中学校連合体育大会（略称：中連体）」と呼ばれてお

り、少年期に西宮市に在住し、市立の小学校高学年または中学校に通った生徒であれば男女を問わず

実際に体験しています。 

参加各校の生徒はスタンドで待機しつつ、観戦および応援します。 

内容は学校対抗でリレーなどのトラック競技を行なったり、市内全学校が地区ごとにいくつかのブロックに

分かれて共同でマスゲーム・組体操を披露します。 

もちろん球場のフィールド内で行われますので、参加者全員が「甲子園の土」を踏むことになるわけです。 

しかし演目により外野で披露する場合は土を踏めませんが、天然芝に多数生息しているミミズとご対面 

できることがあります。 

また阪神甲子園駅がリニューアルして以来、駅周辺から球場周辺へと徐々に再開発・整備が進んでいる

なか、甲子園歴史館が生まれ変わりました。球場のレフト外野側とデッキでつながった形となった 

『甲子園プラス』の２階が入り口です。 

以前より充実した展示と内容になっています。球場にこられた際には、ぜひ足を運んでみませんか。 

 

最後まで読んでいただき、ありがとうございました。     

 



3.新コーナー 

 

 

 

～様々な角度から見てみよう～ 

 

 
「せるツイート」では、基本症例から難解症例、背景の物質や、油浸でみる細胞など様々な細胞像を 

ゆる～いノリで出題または紹介いたします。 

色んな角度から見た細胞像を気軽に共有しませんか？ 

もしかしたら、新たな発見があるかも！？ 

気になる細胞を「クイズ形式」や時には逆に教えてくださいと、「なげかけ形式」で紹介したいと思います。 

※奇数月は問題、偶数月は回答やご意見を掲載いたします。 

症例４はこちら↓ 

 

 

 

＜症例４＞  検体：胸水   

AさんとBさんの胸水は、良性？悪性？（対物40倍） 
 

     ＜A＞50代男性・縦隔腫瘤あり                ＜B＞80代男性・肺癌化学療法後 

 

 

                

これって何だろう！？ 



4．編集後記  

ジャーナル担当：岡田、片山、黒田、坂本、濱武  

 
恥ずかしながら、「戻り梅雨」と言う言葉を人生で初めて耳にしました。 

インターネット等で調べてみると、「返り梅雨」とも言うそうで、一度梅雨が明けたようになって 

何日も暑い乾いた晴天が続いた後に、再び天気がぐずついてしまう事。だそうです。 

編者の知識不足かもしれませんが、こういう言葉は初めて聞きましたし、今まで使った事もありませんでした。 

言葉だけでも、ここ2～3年でもどんどん聞きなれないものが増え、ネットニュースなどでも読めない難しい漢字に 

出くわす機会も増えました。 

新しい言葉たちにめげず、ひとつづつ自分の中にインプットできるようにしたいものですね。 

 

  
 
 

 

 

兵庫県細胞検査士会メーリングリストでは、メールジャーナルを初め、勉強会等、様々な情報を配信して

います。 

ご職場やお知り合いの方などで、登録が未だの方がいらっしゃれば、 

ぜひこの機会にお勧め下さい！ 

皆様のご協力をお願いいたします。 
  

メーリングリストへのご登録、変更および登録解除はこちらから

↓ 

兵庫県細胞検査士会 メーリングリスト 

 http://www.hyogoct.com/ml-info.html 
 

 

兵庫県細胞検査士会へのお問い合わせはこちらから↓ 

 

http://www.hyogoct.com/office.html 

 

  

兵庫県細胞検査士会ホームーページ↓ 

 

http://www.hyogoct.com/index.html 

※兵庫県細胞検査士会では、 

メーリングリストへの登録をお願いしています！ 


